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第四吉備保育園
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暑さも日々増していき、夏の訪れを感じる季節になってきました。

今月からプールや水遊びが始まります。水遊びが好きな子嫌いな子、それぞれの気持ちを

受け止め、充実した夏を過ごせるよう配慮していきたいと思います。ご家庭においては、

引き続きお子様の健康管理に留意していただき、 暑い夏を健康に過ごす為に、しっかり

食事をとり早寝早起きに心がけましょう。

クラスだより

〈たいよう組〉

先月は水遊びやどろんこ遊びが始まり、夏ならではの遊

びを楽しんだり、保育士の話を聞いて一生懸命着替えたり、

準備や片付けをしたりする姿がありました。

今月は、本格的にプールが始まります。約束事を守って楽

しく思いきり遊ぼうと思います。生活面では、体調や気温・

室温に合わせて自分でスモックや衣類の調整ができるよう

にしていきたいです。

〈にじ組〉

先月は、自分たちで作ったジョウロを使って水遊びを楽

しみ、水の冷たさや感触を味わいながら友達と関わる姿が

見られました。また、参観日でのお店屋さんごっこに向けて

品物作りや準備に意欲的に取り組み、「いらっしゃいませ！」

と張り切る様子も見られました。

今月は、プール遊びを中心に夏ならではの遊びを楽しみな

がら、水分補給や休息を十分に取り入れていきたいと思い

ます。

〈そら組〉
今月から、ついに屋上にある大きいプールのデビューです。

子どもたちは楽しみにしており、安全面に気を付けて楽しん

でいきたいです。また、着替えの機会が多くなり自分の服を

畳んだりプールバックにしまったりと身の回りのことを自分

でしています。苦手な部分は手伝いながら自分で最後までで

きるようにしていきたいです。グループを決め、同じグルー

プで給食を食べたり、活動をしたりと少しずつ同じグループ

の友達を意識できるようになりました。

今月は、簡単な当番活動ができたらと思います。

〈ほし組〉

6月から入園したお友達も1カ月が経ち、少しずつ園に慣

れてきてくれて、更に賑やかになったほし組さん。友達の存

在に気づいて見つめ合って微笑み合ったり、真似をして遊

んだりする姿が見られます。最近「自分で！」という意欲が

育っており、トイレでは保育士に手伝ってもらいながらズボ

ンやパンツの上げ下げを一生懸命頑張っています。

今月は、水遊びも始まり、全身で思いきり楽しめるよう水

分補給や休息を大切に健康に留意して過ごしていきたいで

す。

〈ゆき組〉
保育士との触れ合い遊びや音の鳴る玩具が大好きなゆき

組さん。最近では、コップ飲みやスプーンを持って意欲的に

食べ物を口に運ぶ姿が見られます。また、「ちょうだい」と言

うと笑顔で身の回りの物を渡してくれる姿がとても可愛ら

しいです。

今月から水遊びが始まります。様々な気持ちを受け止めつ

つ、安心して水遊びや室内遊びを保育士やお友達と楽しめ

ていけたらと思います。

○今月もプール遊び、水遊び、どろんこ

遊びがあります。毎日、健康観察表に

○×の記入をお願いします。記入がない

場合はできません。また、電話での受付

もしませんので、忘れずに記入してくだ

さい。

○P4駐車場から園への登降園の際は、

お子様と手を繋いで安全に歩いて来て

ください。お子様一人で来ることがない

ようにしてください。

○汗をかきやすい時期になりますので、

カラー帽子はこまめに洗濯をお願いし

ます。また、着替えも多めに用意してく

ださい。

○２歳児～５歳児クラスは、毎日ハンカ

チ・ティッシュをスモックのポケットに入

れて来てください。

7月園だより

〈つき組〉

先月は、戸外に出て植物や生き物を興味津々で探し、楽し

く遊びました。友達と1つのものを共有して会話をしたり、

遊んだりするする姿が多く見られるようになってきた為、友

達との関わりがより深くなるよう、遊びに誘っていこうと思

います。また自分の持ち物が分かり、必要なものを自分で

出し入れするなど、身の回りのことを自分でやろうとする

姿が見られます。その姿をしっかりと認め、自信に繋げてい

きたいです。


